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Lesson 5.率の調整

§B. 直接調整法

調整手法

• 定義：特定の結果に影響を与えうるあるい
は与えると考えられるひとつないしそれ以
上の変動源による効果を排除することを意
図した、データ分析で用いられるありとあら
ゆる様々な手法（Meinert, 1996）

調整手法の目的

• データを適切に結合する

• グループ間で適切な比較を行う

• 適切な結論や推論に達する
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調整手法の種類

• 率の直接的あるいは間接的標準化
• 生命表
• 層別化あるいはサブグループ分析
• 多変量分析

調整あるいは標準化率

• 調整率の算定により、関心のある事象に
影響を与えうる人口集団間の相違（例えば、
年齢、人種、性別、疾病状況）が存在する
時に人口集団間の要約した率の比較がで
きる。

• このような補正を標準化 standardization
という。

• 直接法と間接法

率の調整方法
（直接法 Direct method）

参照人口集団 reference populationまた
は基準人口集団 standard populationで
期待される死亡数を得るために、知りたい
対象となるグループ（人口集団）で観察さ
れた層別率を参照（または基準）人口集団
に適用する方法
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直接法算出に必要な基礎資料

1. 観察集団の層別事象数
2. 観察集団の層別人口
3. 参照人口集団の層別人口
年齢調整死亡率の場合

1. 観察集団の年齢別死亡数
2. 観察集団の年齢階級別人口
3. 基準人口集団の年齢階級別人口

観察集団についての標記

nj ： j番目の層内の人数（層別人口）

xj ： j番目の層内での事象が起こった人数
（層別事象数）

pj ： j番目の層での率（層別率）

pj =
xj

nj

参照人口集団についての標記

Nj ： j番目の層内の人数（層別人口）

Pj ： j番目の層での参照率（層別率）

C ： 参照人口集団の粗率
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直接法による調整率

• 参照人口集団において期待される事象数
を得るために対象となる観察集団の率を
参照人口集団に適応する。

• 調整率は期待される事象数を参照人口集
団の総数で割ったものである。

直接法による調整率（続き）
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例：米国1980年死亡率
独身男性

8.09201,30724,887合計

323.5564,38619975 +5
92.5233,67936465 – 744
30.6837,1251,21045 – 643
4.8726,3725,39025 – 442
2.2439,74517,72415 – 241

p1j

死亡率

／1000

x1j

死亡数

n1j

人口（千人）
年齢

階級j
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例：米国1980年死亡率
既婚男性

17.26905,15252,429合計

118.03275,1352,33175 +5
50.15275,8185,50065 – 744
15.84286,53518,08845 – 643
2.6160,33723,08325 – 442
2.137,3273,42715 – 241

p2j

死亡率

／1000

x2j

死亡数

n2j

人口（千人）
年齢

階級j

例：米国1980年死亡率
独身ならびに既婚男性

• 1,000人当たりの粗死亡率
–独身： 8.09
–既婚： 17.26

• 粗死亡率の比較では、既婚者の死亡リス
クは独身者の２倍ほど高い印象である。

例：米国1980年死亡率
独身ならびに既婚男性（続き）

• 逆に、1,000人当たりの年齢別死亡率は各
年齢階級において既婚者がより低い。

• しかし、２つのグループの年齢分布は非常
に異なっている。
–独身： 45歳以下が90％
–既婚： 45歳以下は51％
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例：米国1980年死亡率
独身ならびに既婚男性（続き）

1,108,0462,139,98077,316合計

298,624818,5762,530118.03323.5575 +5
294,072542,5655,86350.1592.5265–744
305,703592,09719,29815.8430.6845–643

74,426139,31228,4732.614.8725–442

45,22147,43021,1512.132.2415–241

p2j× Nj

期待死亡

既婚

P1j× Nj

期待死亡

独身

Nj

参照人口

（千人）

p2j

既婚

死亡率

／1000

p1j

独身

死亡率

／1000
年齢

階級j

年齢調整死亡率 直接法
独身男性

1,000人当たりの年齢調整死亡率

=
独身者の率を用いた期待死亡数

全参照人口数

=
2,139,980

77,316
= 27.68

年齢調整死亡率 直接法
既婚男性

1,000人当たりの年齢調整死亡率

=
既婚者の率を用いた期待死亡数

全参照人口数

=
1,018,046

77,316
= 13.17
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例：米国1980年死亡率
独身ならびに既婚男性（続き）

直接法による1,000人当たりの年齢調整
死亡率は、

• 独身 ： 27.68
• 既婚 ： 13.17

例：米国1980年死亡率
独身ならびに既婚男性（続き）

２つのグループ間の人口の年齢分布

の差を調整した、直接法による年齢調
整死亡率の比較により、死亡リスクは
既婚男性に対して独身男性は２倍ほど
高いことがわかった。


